
基本理念

脳神経外科の専門病院として地域医療に貢献する。

基本方針
１．患者さんの権利と尊厳を尊重し、情報の共有に努める。
２．常に自己研鑽を行い、医療水準の向上に努める。
３．地域における脳神経外科医療の担い手とした医療の実践。
４．かかりつけ医との連携を密にし効率的な医療の提供。

沿革
昭和 61年 12月 中津脳神経外科病院開設（病床数45床）
平成 2年  （県北初）超伝導0.5TMRI装置導入
平成 3年  増築増床（病床数55床）
平成 12年  DSA装置導入
平成 13年  超伝導1.5TMRI装置導入
平成 18年  医療法人 弘仁会設立
平成 21年  理事長・院長 森本一弥就任
平成 22年  3D-DSA装置導入
平成 23年  ナ－ス・リハビリ棟増改築／ CT（16列）装置導入
平成 25年  超伝導1.5T（ワイドボア）装置導入
平成 26年  PACS装置導入
平成 29年  電子カルテ導入／ CT（64列）装置導入

病院概要
開　　　設　昭和61年12月１日
診 療 科 目　脳神経外科
病　床　数　一般病棟55床（ICU：４床）
　　　　　　＊74床（急性期42床・回復期32床）2020年９月予定
規　　　模　２階建て
　　　　　　１階：外来・検査部・リハビリテーション部・画像部・
　　　　　　　　　薬剤部・厨房・職員食堂
　　　　　　２階：病室・手術室・中央材料室
職　　　員　102名（平成31年４月現在）
　　　　　　看護師43名（外来５名）
　　　　　　看護助手11名（准看護学生２名）
入　院　料　急性期一般入院料５
現　　　況　新規入院患者数：月約70名
　　　　　　救急車受入台数：月約50台
　　　　　　手術件数：年70件
　　　　　　　血管内治療：２例
　　　　　　　血管内撮影：13例
　　　　　　　血栓溶解療法：６例
　　　　　　外来患者数：１日80名～ 100名
　　　　　　入院患者の平均在院日数：18日
　　　　　　記録媒体：電子カルテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（平成30年12月現在）
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　当院は昭和61年（1986）の開院以来、脳神経外科専門病院として中津市のみならず、
大分県北部・福岡県京築地区の脳卒中や頭部外傷などの医療を通して地域に貢献してま
いりました。
　高齢化が進む現在、当院の果たす役割はさらに重要となってくるものと考えられます。
　当院の特色として、脳神経外科という診療科の性質上多くの救急患者を扱っています。
さらに時代の要請としての地域完結型医療に応えるべく、回復期リハビリテーション病
棟の新設など、新たな事業にも取り組んでいるところです。
　病院などの医療機関というところは、スタッフでその価値が決まります。どんなに立
派な機械や設備があっても、ヒトがいなければ医療は成り立ちません。
　これまで看護スタッフを含めた地元の多くの人々が、当院において活躍してこられま
した。奨学金制度を利用して資格を取得した多くの先輩もおられます。
　将来地元での就職を考えている学生さんは、是非当院で頑張っていただきたいと希望
しております。
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